
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取組む態度】

科目 の目標：

工業技術基礎【実教出版】

工業

旋盤を活用して安全に指定の寸法で作成する力、作品を製作するための手順を認識する判断力を養う。ま
た、機械工作を統合的に捉え、安全に配慮したうえで効率的に製作する力を身に付ける。

○ ○

単元　旋盤実習（基礎）
【知識及び技能】
機械実習について、基本的な概念
や手法を理解し実習できる。安全
に配慮した実習ができる。危険予
測活動を理解し、実践できる。
【思考力、判断力、表現力等】
図面から作品を作成できる。機械
工作を統合的に捉えることができ
る。安全で効率的な作業により実
習できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
上記の内容に興味・関心を持ち，
ものづくりを楽しんでいる。

回転工具である旋盤について学
び、ハンドルの名称や操作方法に
ついて理解させる。

教科書に示された段付き棒の作成
を通して、基本的な機械工作につ
いて学び作成する力を養う。

【知識・技能】
・旋盤の各部名称について理解している。
・基本的な操作を理解し、所定の工作物作成
ができる。
・安全配慮のための危険予測を行いながら作
業している。
【思考・判断・表現】
・図面を理解し、安全に留意して作品を作成
することができる。
・危険予測活動を利用して、安全かつ効率的
に作業している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ものづくりの楽しさを理解し、主体的に実
習に取り組んでいる。
・安全で効率的な回路作成方法の改善に取り
組んでいる。
・周囲にも配慮して安全に実習できる。

○ ○ ○ 12

単元　旋盤実習（応用）
【知識及び技能】
機械実習について、基本的な概念
や手法を理解し実習できる。安全
に配慮した実習ができる。危険予
測活動を理解し、実践できる。
【思考力、判断力、表現力等】
図面から作品を作成できる。機械
工作を統合的に捉えることができ
る。安全で効率的な作業により実
習できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
上記の内容に興味・関心を持ち，
ものづくりを楽しんでいる。

○

12

実習を通して、ものづくりの楽しさを認識し、積極的に実習に参加しようとする態度を育成する。粘り強
く考え、実習作業を振り返って評価・改善し、より安全で効率的に実習しようとする態度を身に付ける。

課題研究

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

○

回転工具である旋盤について学
び、ハンドルの名称や操作方法に
ついて習熟させる。

先の実習に加えて、寸法や材料が
異なる段付き棒の作成を通して、
基本的な機械工作について学び作
成する力を養う。

課題研究でも工業実習として、とくに機械工作についての基本的な概念や手法を体系的に理解するととも
に、実習に際して、安全への配慮や危険性を予測する能力を育成する。

・ものづくりの楽しさを実感できる。
・積極的に実習に参加できる。
・実習作業を反省し改善できる。

【主体的に学習に取組む態度】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・安全に配慮した実習ができる。
・危険予測活動を理解し、実践できる。
・機械実習について、基本的な概念や手法を理
解し実習できる。

・図面から作品を作成できる。
・機械工作を統合的に捉えることができる。
・安全で効率的な作業により実習できる。

3

○

前
期

単元　安全教育・工具・計測器の
扱い
【知識及び技能】
目的に応じて、安全に着目して作
業や工程を整理し，安全にそして
効率的に実習することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
作業の中に潜む危険性を予測した
り発見することで、安全に作業で
きる力を培う。
【主体的に学習に取り組む態度】
上記の内容に興味・関心を持ち，
積極的に改善しようとしている。

　安全とはなにかについて意識さ
せることで、安全への意識や必要
性を喚起させる。
　工具や計測機器について学び安
全な使用方法を理解する。
　安全に作業できるように、どん
な危険性があるか予測したり発見
する力を培う。
　PDCAサイクルについて学び改善
する手法や、概念を理解し、積極
的に活用できる力を養う。

【知識・技能】
・安全について理解している。
・危険予測活動について理解している。
・PDCAサイクルに基づき改善できる。
【思考・判断・表現】
・作業内容を安全に作業できることが効率的
でありコストも抑えられることを理解してい
る。
・危険予測活動について理解し、安全に作業
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・PDCAサイクルを活用し積極的に改善に取り
組んでいる。
・自分だけでなく周囲にも配慮して注意喚起
している。

○

課題提出 ○

【知識・技能】
・単線図について理解している。
・複線図・加工図を作成できる。
【思考・判断・表現】
・複雑に見える電気回路も１つ１つは基本的
な回路の集積であることを理解し、安全に留
意して回路を作成することができる。
・危険予測活動を利用して、安全に作業して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ものづくりの楽しさを理解し、主体的に実
習に取り組んでいる。
・安全で効率的な回路作成方法の改善に取り
組んでいる。
・周囲にも配慮して安全に実習できる。

○

課題提出

○ 9

○

工業 課題研究

（B組：田中秀樹） （B組：蔵原英雄）

工業 課題研究 3

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

3



3

単元　旋盤実習（実践）
【知識及び技能】
機械実習について、基本的な概念
や手法を理解し実習できる。安全
に配慮した実習ができる。危険予
測活動を理解し、実践できる。
【思考力、判断力、表現力等】
図面から作品を作成できる。機械
工作を統合的に捉えることができ
る。安全で効率的な作業により実
習できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
上記の内容に興味・関心を持ち，
ものづくりを楽しんでいる。

回転工具である旋盤について学
び、ハンドルの名称や操作方法に
ついて習熟させ、さらに精密な加
工ができるように工夫させる。

先の実習に加えて、教育用の汎用
旋盤ではなく、工場でも使われて
いる一般的な旋盤を用いて、段付
き棒の作成を通して、実践的な機
械工作について学び作成する力を
養う。

単元　機械実習（発表準備）
【知識及び技能】
機械実習について、基本的な概念
や手法を理解しまとめることがで
きる。安全に配慮した点を報告で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
図面から作品を作成し、機械操作
を統合的に説明することができ
る。危険予測活動を理解し、実践
した例を示すことができる。
【主体的に学習に取組む態度】
上記の内容に興味・関心を持ち，
ものづくりを楽しんでいる。

コンピュータを使用して学んだこ
となどをパワーポイントにまとめ
る。使用した工具や、作成した作
品をもとに危険予測した内容や改
善点をまとめ発表させる。

【知識及び技能】
・基本的なコンピュータ操作技術について学
び、適切に保存したり、ファイルを作成する
ことができる。
・機械実習について、基本的な概念や手法を
理解しまとめることができる。安全に配慮し
た点を報告できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・実際に作成した作品をもとに、図面から作
品を作成し、機械操作を統合的に説明するこ
とができる。危険予測活動を理解し、実践し
た例を示すことができる。
【主体的に学習に取組む態度】
上記の内容に興味・関心を持ち，発表準備を
楽しんでいる。

○

78

後
期

○

○

合計

○

3
課題提出

【知識・技能】
・工具の各部名称について理解している。
・基本的な操作を理解し、所定の工作物作成
ができる。
【思考・判断・表現】
・図面を理解し、安全に留意して作品を作成
することができる。
・危険予測活動を利用して、安全かつ効率的
に作業している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ものづくりの楽しさを理解し、主体的に実
習に取り組んでいる。
・周囲にも配慮して安全に実習できる。

○ ○ ○ 15

○ 18

課題提出 ○

○


